
ムクドリ ＜留鳥＞
全身が黒っぽい灰色で顔が白く

くちばし あし

嘴と脚はオレンジ色です。キュル
キュル、リャーリャー、ジャージ
ャーなどと鳴き、夏の終わりから

ねぐら

冬には大群を作り塒をとったりし
ます。

１枚の羽根から コラム

ひろ

道ばたで鳥の羽根を拾うことがあります。１枚の羽根から持ち主
じく

を想像してみましょう。この羽根は軸の左右の幅が大分違います。
ねばりきぜかつれょしさばつ

これは翼の先端近くにある初列風切羽根といって、鳥が飛ぶ時に前
進するための部分です。全体的にオレンジ色っぽい色をしていて、
一部が濃い茶色になっています。羽根の長さは70㎜ありました。
この羽根の持ち主はジョウビタキで、体の大きさはおよそ140㎜
になります。羽根を拾った季節や環境、模様や羽根の長さから予想
できる体の大きさなどをヒントに、持ち主を想像してみましょう。

シロハラ ＜冬鳥＞

ツグミ ＜冬鳥＞
頭から背中は茶色く、目の上に
は白い線があり、胸から腹には黒

はん てん

い斑点があります。地上を歩いて
ミミズなどを捕りますが、柿の実
なども食べます。

メジロ ＜留鳥＞
全身明るい黄緑色の体の小さい
鳥。目の周りには白い輪がありま

みつ

す。花の蜜や果実も食べます。チ
ーチー、チュルチュルチュルと高
い声で複雑に鳴きます。

　ツグミと同じくらいの大きさで
すが、あまり明るいところには出
てきません。ガサッゴソッと大き
な音を立てながら落ち葉をはねの
け、ミミズや昆虫を探します。名
前の通り、腹が白っぽいです。
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